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ル ドル フ ・シ ン ドラー の空 間構 成
末包伸吾/神戸大学
建築家 ル ドルフ ・ミヒャエル ・シン ドラー
(RudolphMichaelSchindler,1887‐1953)
は,1887年オース トリアの ウィー ンに生 まれ,
学生 時代 に オ ッ トー ・ワー グナ ー(Otto
Wagner,1841-1918)やア ドル フ ・ロー ス
(AdolfLoos,1870-1933)に師事 す る。
1914年に訪 米 した シン ドラーは,シ カゴの建
築設計事務 所で実務経験 を積 み,そ の後,フ
ラ ン ク 。ロイ ド ・ラ イ ト(FrankLloyd
Wright,1867?-1959)に師事。1920年,シ
ンドラーは,ラ イ トの要請 に従 い,「 バ ー ン
スダール邸」 の設計監理 のため,カ リフォル
ニア州 ロサ ンゼルスに赴 く。1921年の独立後,
彼 は ロサ ンゼルスにおいて,住 宅 の設計を主
に建築家 としての活動を展開す ることとな る。
シン ドラーは,彼 の建築家 と して の自己形成
過程 においてワーグナー,ロ ース,そ して ラ
イ トとい った近代主義建築の形成 にお いて重
要 な働 きを した巨匠 たちの薫陶を受 けること
で,彼 の 空 間 とそ の構 成 法 の概 念 で あ る
`SpaceArchitecture'を導 き,さ らに,独
立か ら死去す る1953年までの30余年 にわた る
建築活動を通 じて`SpaceArchitecture'の
概念 と空間 さ らにはその構成 法を発展 させ る。
シ ンドラーのこう した試行 は,ア メ リカの近
代建築運動 の中で も重要 な位 置を占める,ロ
サ ンゼル スの近代建築運動 を先導 する ことと
な る。
近年,シ ン ドラ ー が 展 開 した`Space
Architecture'の概念 とその空間構成 にっ い
て,欧 米 を はじめ我 が国 において も再評価 の
機運 が大変高 くな っている。 そこには,彼 が
創 出 した空 間の質 の高 さばか りで な く,近 代
104
『デザイン理論』39/2000
建築が内包 した近代建築への批判 とその展開
が示されていたことによるものと考えられる。
シンドラーは,職業建築家 としては最初に
「空間」の問題を自らの建築思想 とした人物
である。 しか し,彼が生涯にわたって保持 し
続けた概念`SpaceArchitecture'につ いて
明確な定義はなされていない。そこで,シ ン
ドラーの空間概念と彼の建築の特質を明 らか
にすることを目的に,彼 の作品の中心をなす
独立住宅作品を対象に,そ の空間と構成法を
類型的に把握することを目的に分析を行 った。
分析にあたっては,シ ンドラーの全住宅107
作品から41作品を抽出し,モデュールや部屋
の構成 とシークエンスの関係,居 間の空間構
成,さ らには全体の立体構成といった指標に
基づく分析図を作成し考察を行い,シンドラー
の空間とその構成法の類型とその経年的移行
を,以下のように導いた。
1)シンドラーは,平面計画においては4ft
のモデュールを,断面計画においては7ft
を基準線 として,そ の上部で変化を付 ける
構成法により自身の建築を生涯 にわたり統
御 した。
2)彼の空間構成は,「面」 か ら構成 される
ヴォリュームの貫入,お よび 「面」である
スラブの貫入を主 とし,1940年後半から,
これ らの手法が複合化 されるようにはなる
ものの,その傾向は生涯変わることがなかっ
た。
3)1920年代前半の建築は,空間構成材 とし
て,コ ンクリー トと木が内外の仕上げに用
いられる。天井仕上げは木で梁が表されて
いる。モデュールに関 しては直交グリッド,
また断面構成としてフラットな面の重合に
よる構成が図 られている。また動線計画や
公 ・私室の構成,さ らに居間における開口
の位置については,様 々な構成が試行され
ている。居間空間と玄関との空間は天井の
レベル差によって分節がはか られ,居 間空
間の断面構成もフラットな天井を基調に吹
抜や微妙な操作が加え られている。居闇と
その隣室空間は,主 に相互に独立性の高い
構成が採 られている。
4)1920年代後半には,構造が木に,それに
伴い内外の仕上げが白いプラスターを中心
とする構成に移行し,ま た居間の立体構成
にヴォリュームの貫入が用い られるが,そ
れ以外の大きな変化は特 には認め られない。
5)1930年代にはいると,天井 もプラスター
で仕上げられ,内外仕上げが全て同一素材
である抽象性の高い空間が創出される。 こ
の時期から勾配天井を微妙に操作 した居間
の断面構成の試行が開始 され,フ ラットな
構成と併用 されることとなる。
6)プラスターを構成材に用いた空間構成に
熟知する1930年代後半になると,シンドラー
は,空聞構成法を積極的に豊富化 していく。
玄関への動線計画については様々な試行か
ら簡潔な導入へと,玄関から居間への動線
計画や公 ・私室の構成 も様々な構成の試行
からそれぞれ2っ のタイプを主とするよう一
になり,さ らに居間における開口の位置 も
様々な試行か らコーナーウィンドゥへと収
束する,一方,玄 関か ら居間にかけての空
間の構成は,様々な試行が行われるように
なる。また,居間の断面構成で勾配屋根を
用いる構成では微妙な操作か ら吹抜を用い
た構成が採 られるようになる。Lさらに居間
の立体構成では,再びスラブの貫入が主 と
なり,隣接空間との構成では,連結で レベ
ル差な しや包含といった,居 問と隣接空間
を一体化する試みが開始される。
7)1920年代後半以降,プ ラスターという構
成材で自らの建築を統御 した上で,動線計
画 や居間空間の構成 において様々な空間構
成法を試行 してきたシンドラーは,1940年
代 に入 り,プラスター以外の素材を用いる
よ うになる。この1940年代前半 は,1930年
代 の後半とくらべ,特 に居間空間における
構成法がが簡潔なものになりこそすれ,新
たな展開をしていないことから,シンドラー
のこの期の空間構成法は,従来の空間構成
法 に従 い,そ こに素材を加えることで,い
かに豊富化できるかを試行 していたもので
あるといえよう。
8)1940年代後半から死去する50年代にかけ
て こうした傾向はより強化される。特に新
しい素材 として,石 やプラスティックが導
入 され る。またこの期において,そ れまで
直交系を主にしてきた全体構成においてグ
リッドの重合が採 られるようにな り,それ
が居間空間の平面構成へ も敷衍される。 さ
らに居聞空間の立体構成手法が複合化され,
平 面上のグ リッドの重合と相まって,立 体
的な複雑性を外観に表出するようになるの
も,こ の最終期の特性である。
こうした移行をみて くると,シ ンドラーが
自らの`SpaceArchitecture'を展開する,
その試行が明 らかとなる。 シンドラーは,お
およそ5年 をめどに,素材やそれを用いた構
成について,そ の全ての構成要素を変えるの
ではなく,継続する要素 と変化 させる要素を
明確 に分けた上で,そ の効果を確認 し,そ し
て次の移行へと進むのである。
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